
「年収の壁」を意識せずに働けるよう政府は支援策を打ち出しました。そもそも「年収の壁」とは。10月

からスタートした助成金制度の問題にも迫ります。 

                                         電機連合 総合産業・社会政策部門 

電機連合＠見える化通信 Vol.１４３（２０２３.11） 「見える化通信」では、難しそうで見えづらい政策課題の中身を月に一回紹介します。

「年収の壁」対策 助成金制度がスタート 

雇用保険財源の活用に疑問が残る 
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収
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迫
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失業等給付の積立金から借入
2020〜23累計見込3.36兆円

＊2023年度は前年度の決算額及び23年度当初予算を踏まえた見込額

  

医
療
や
年
金
と
い
っ
た
社
会
保
険
の
被
保
険

者
に
は
自
分
で
保
険
料
を
払
う
「
１
号
」（
国
民

年
金
・
国
民
健
康
保
険
）
と
「
２
号
」（
厚
生
年

金
保
険
・
健
康
保
険
）
、
そ
し
て
会
社
員
等
の
配

偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
自
分
で
は
保
険
料
負
担
が

発
生
し
な
い
「
３
号
」
が
あ
り
ま
す
。「
年
収
の

壁
」
に
関
係
す
る
の
は
こ
の
「
３
号
」
の
人
達
で
、

「
壁
」
と
は
パ
ー
ト
な
ど
で
働
き
一
定
の
収
入

を
超
え
る
と
扶
養
か
ら
外
れ
て
保
険
料
負
担
が

発
生
し
、
手
取
り
が
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。 

「
年
収
の
壁
」
に
は
大
き
く
２
つ
が
あ
り
、
そ

の
一
つ
が
「
１
０
６
万
円
の
壁
」
で
す
。
従
業
員
１

０
０
人
超
の
企
業
に
勤
務
し
、
年
収
１
０
６
万
円

（
月
額
８
・
８
万
円
）、
週
20
時
間
以
上
で
働
く
場

合
は
「
２
号
」
と
な
り
、
保
険
料
（
１
２
，
５
０
０

円
）
の
支
払
い
が
必
要
で
す
。
た
だ
、「
２
号
」
に

な
れ
ば
将
来
受
け
取
る
年
金
が
増
え
、
医
療
保
険

か
ら
傷
病
手
当
金
や
出
産
手
当
金
を
受
給
で
き
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

２
つ
目
が
「
１
３
０
万
円
の
壁
」
で
す
。
１
３

０
万
円
は
協
会
け
ん
ぽ
や
健
康
保
険
組
合
な
ど

の
医
療
保
険
者
が
扶
養
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
基
準
で
、
年
収
が
１
３
０
万
円
を

超
え
る
と
扶
養
か
ら
外
れ
て
、
自
分
で
保
険
料

を
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
状
で
は
、
従
業

員
１
０
０
人
以
下
の
企
業
（
２
０
２
４
年
10
月

か
ら
50
人
以
下
）
に
勤
務
す
る
場
合
、
週
30
時

間
以
上
働
か
な
い
と
勤
務
先
の
社
会
保
険
に
加

入
で
き
な
い
た
め
、「
２
号
」
で
は
な
く
、「
１
号
」

と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
全
額
本
人
負
担
（
２

２
，
７
０
０
円
）
と
な
る
一
方
で
、
給
付
は
「
３

号
」
の
時
と
変
わ
り
ま
せ
ん
（
図
表
）
。 

 

                 

「
１
０
６
万
円
の
壁
」
を
意
識
し
て
就
労
調

整
を
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
「
３
号
」
の
人
は

企
業
規
模
１
０
０
人
超
で
約
45
万
人
に
上
り

ま
す
。
人
手
不
足
へ
の
対
応
が
急
務
と
な
る
中
、

改
善
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
こ
の
壁
を
意
識
せ
ず
に
働
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
政
府
が
９
月
に
打
ち
出
し
た

の
が
「
年
収
の
壁
・
支
援
強
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
で

す
。
そ
の
支
援
策
の
柱
が
雇
用
保
険
を
財
源
と

す
る
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
」
と
い
わ
れ
る

も
の
で
、
従
業
員
が
新
た
に
「
１
０
６
万
円
の
壁
」

を
超
え
て
も
手
取
り
が
減
ら
な
い
よ
う
手
当
や

賃
上
げ
に
取
り
組
む
企
業
に
、
１
人
あ
た
り
最

大
50
万
円
を
支
給
し
ま
す
。
す
で
に
10
月
か
ら

申
請
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

「
壁
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
働
く
」
環
境
整
備

を
図
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
た
だ
、
社
会
保
険
料

の
問
題
を
、
雇
用
保
険
を
財
源
と
す
る
助
成
金
で

充
て
る
こ
と
に
は
大
き
な
疑
問
が
残
り
ま
す
。 

  

た
だ
で
さ
え
、
雇
用
保
険
の
財
政
は
コ
ロ
ナ

禍
に
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
払
い
が
急
増
し
た

こ
と
で
ひ
っ
迫
し
て
い
ま
す
。
19
年
度
に
１
・

５
兆
円
あ
っ
た
雇
用
保
険
二
事
業
か
ら
な
る
雇

用
安
定
資
金
は
底
を
つ
き
、
失
業
手
当
な
ど
の

原
資
と
な
る
積
立
金
か
ら
３
兆
円
以
上
を
借
入

し
て
い
る
大
変
厳
し
い
状
況
な
の
で
す
。（
図
表
） 

              

現
在
政
府
は
、
こ
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成

金
の
他
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
時
の
生
活
支
援
給
付

や
、
短
時
間
勤
務
で
減
っ
た
分
の
賃
金
を
補
う

「
育
児
時
短
就
業
給
付
（
仮
）
」
な
ど
に
つ
い
て

も
雇
用
保
険
財
源
の
活
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

雇
用
保
険
の
用
途
拡
大
に
よ
っ
て
雇
用
保
険
料

率
の
引
き
上
げ
と
も
な
れ
ば
、
労
使
双
方
の
負

担
が
増
え
て
、
賃
上
げ
の
機
運
に
水
を
差
す
こ

と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
雇
用
保
険
財

源
を
活
用
し
た
こ
れ
ら
の
施
策
の
動
き
に
今
後

も
注
視
が
必
要
で
す
。 

■図表 「年収の壁」に関する適用関係（イメージ）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

出所：厚生労働省資料を参考に電機連合作成 

■図表 雇用安定資金の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

出所：厚生労働省資料を参考に電機連合作成 


